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めは，自分はその学習をやり遂げる力があると思うこと（有
能感 , competency），3 つめは，その学習がおこなわれる場
面にいる教師や友だちとよい関係を築いていること（関係性，
relevancy）です。これらの条件がそろえば，子どもたちが自
分の行動を自ら決める機会が増え，徐々に内発的動機づけが高
まっていくことが考えられます。子どもたちは，言語学習につ
いては初心者ですから，教師は，彼らが自分で判断できるほど
の語学力を持ち合わせていないと考えてしまいがちです。しか
し，What fruits do you like? の質問に答えるのは難しくても，
先生の Melons, strawberries and peaches. Which fruits do 
you like? という問いには，答えられるかもしれません。3 つの
果物の名前を先生が挙げてくれたからです。3 択から選びとる，
という経験は小粒ながらも，子どもたちに，自分で決めたとい
う思いを芽生えさせるのではないかと思うのです。

学習者の動機がいかに移り気なものであるかは，教師が一番
よく知っています。子どもたちは，やる気に満ち溢れているか
と思いきや，次の瞬間，そのやる気をどこに置いてきてしまっ
たのだろうかと問いただしたくなるほど別人になってしまう
ことがあります。やる気が続かない限り，学習行動も持続で
きないわけで，いかに学習動機を高い状態で維持していけるか
は，教師にとって大きな，そしてとても困難な問いです。それ
は研究者にとっても同様であり，長期的な動機づけ（long-term 
motivation）というのは，これからさらに研究を進めなくては
ならない分野です。

先日，言語教育心理学会第三回国際大会（PLL3）（PLL=Psy-
chology of Language Learning) で早稲田大学を訪れ，ゾルタ
ン・ドルニェイ（Zoltan Dörnyei）先生の講演を聴くことがで
きました。内容はまさにこの「長期的動機づけ」についてであり，
このために教師ができることとして，vision と motivational 
currents についてお話しされていました。

vision とは，学習者がもつ明確な展望を意味しており，学習
者にとって有意味なビジョンを示してあげることが長期的な動
機づけには欠かせないということでした。ビジョンがしっかり
していれば，学習者自身が学習行動を活性化できますし，たと
え邪魔が入ったとしても，また学習行動を復活させることがで
きます。学習者が自分の英語学習についてのビジョンを明確化
すること，また，そのビジョンを追求するために，教師がする
べきこととしては，①学習者の不安を軽減するために，授業内
に学習者が取り組む活動を注意深く精選し，ルーティン化させ
ること，②学習者が進歩を肌で感じられるように，よく練られ
た小さな目標を数多く用意すること，を提案してくださいまし
た。授業中に子どもたち自身が進歩を感じられる瞬間があれば，
それは満足感，さらには達成感につながり，動機づけをよりいっ
そう高める機会につながります。このようにして過去の成功体
験が積み重なっていけば，学習動機に勢いをつけることができ
ます。この一連の流れを motivational currents ということばで
説明されていました。

ドルニェイ先生のお話を聞きながら，学習者が不安を感じな
いように，毎回の授業の流れをパターン化して，それに沿って
45 分を進めていくことというのは，私たち教師が常にやってい
ることだと改めて思いました。英語が得意でない子でも，“Hello, 
hello….” と先生が歌いだすと，英語の授業の始まりだとわかっ
て席につきます。“Itʼs time to say good-bye….” の歌が聞こえ
ると，授業の終わりだと机の上を片付け始めます。先生が絵本
を取り出したら，その絵本の表紙をクラス全員で注意深く見て
いって，お話のヒントになりそうなものを拾っていきます。い
きなり英語の嵐に襲われることはないとわかっていれば，ゆっ
たりとした気持ちで表紙を眺めることができます。英語表現以
外の部分で，子どもたちの不安を取り除くためにできることは
少なくありません。

子どもたち自身が「進歩を感じられる工夫」はどうでしょう
か。子どもたちにとって聞き取りが難しい英語表現があったと
き，教師はあの手この手を使います。絵カードや実物教材を見
せたり，ジェスチャーを用いたりします。表情を使うときもあ
ります。それによって英語が「わかる」という気持ちが生ま
れます。また，その表現が先生の口から幾度となく繰り返され
たなら，子どもたちはその表現をいとも簡単に操るようになり
ます。筆者が子どもたちとよくやる活動にミッシング・ゲーム

（missing game）があります。黒板に何枚かの絵カードを貼り，
子どもたちに目を閉じてもらいます。その間に絵カードの 1 枚

（慣れてきたら複数枚）を隠して，どのカードを隠したかを当て
てもらうというものです。このとき薄目を開けている子どもた
ちに対して “Close your eyes.” を連呼することになるのですが，
おかげで子どもたちはこの表現の達人になります。次回からは
自分が先生役に立候補するためです。先生役を引き受けた子の
得意そうな表情。この表情には，自分の「できる」を確信した
子どもたちの満足げな心持ちがにじみ出ているなとつくづく思
います。

子どもたちが小学校で英語を学ぶ期間が 2 年から 4 年となり
ます。学習時間でいえば，これまでの 5・6 年生での 70 単位
時間から，3・4 年生での 70 単位時間，5・6 年生での 140 単
位時間と 3 倍になるわけです。この間に，英語の学びについて，
自律性に富み，有能感に満ちた子どもたちを育てることができ
るよう，日々の授業を工夫していきたいものです。

学習動機と秋の空？
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高学年になると，子どもたちはわからなくてもわかったよう
な態度や言動をするようになります。国語や算数などでもよく
あることで，外国語でも，わかったふりをしてしまう子どもが
いると思われます。「できるかもしれない」というような有能
感を高めてやる気を引き出すためにも，「わからない」を「わ
かる」にする教師の支援が重要です。

例えば，「聞きとれない」を「聞きとれる」にする配慮。視覚
的教材（絵カード）やジェスチャーを用いることで，聞きとれな
い英語表現に対して，視覚的に支援していくことはとても有効で
す。また，聴覚にうったえかけられるよう，声の調子に変化をつ
けたり，話すスピードを変えたり，ゆっくりと強調したりする
ことも「わかる」をサポートします。喩

たと

えの表現を使って言い
換えるなど，子どもたちの五感に届くようにし，誰にとっても「わ
かる」ようにする支援が教師側の工夫として求められます。

小学校の教師は，普段から子どもたちにことばが届くような
話し方を工夫しているでしょう。それらの技術を外国語活動の
授業でも使いこなしていきましょう。

◆身振り手振りを使い，どのような日課なのかを予測させる
教師が，家でどのように過ごしているのか，子どもたちは興

味があります。そのため，知らない英語表現が出てきても教師
がジェスチャーや関連する絵を黒板に描くだけで，表現の意味
を予測しながら聞くことへ集中できます。
例）T : I always get up at 5:30. （何度か言ってわからなそう

なら，起きる真似をしたり黒板に時計の絵を描いたり
する）

S : 早い !! そーなんだぁ。早起きして何しているんだろう。
T : I always make breakfast. （何かを切る真似をする）
S : そっかぁ。ご飯作るんだぁ。
T : I go to school at 7.（歩く真似をしたり，学校の絵を

描いたりする）
S : ぼくは 7 時半に家を出るよ。先生のほうが早いなぁ。

ジェスチャーや絵を交ぜてみると，子どもたちは予想しながら
聞くようになり，やりとりが活発になっていきます。

子どもたちは，1 年生の頃からたくさんの発表活動を経験し
てきています。国語でのスピーチ，生活科や理科で観察したこ
との発表，運動会の表現運動も発表です。実にさまざまな場面

で発表の経験を積み上げています。このような場面では，「仲
間が好意的に聞いてくれる」「誰かに受けとめられている」と
いった他者受容感が承認欲求を満たし，やる気を引き出します。

外国語活動でも同様です。だからこそ，子どもたちが外国語
でやりとりや発表をする際に，子どもの表現を称賛したり，価
値付けたりする教師の支援が重要となります。

子ども同士でコメントする場を作ることも，他者受容感を生
むのに効果的です。そのために，称賛するときに使う英語表現
として，“Excellent!” “Great!” “Very good!” などのことばを
使ってみるように子どもたちを促してみたり，日本語を使って
感想を伝える場を設けたりしていきましょう。子どもにとって，
教師に褒められることと同じくらい，友だちから褒められたり
認められたりすることは嬉しいことであり，承認欲求を満たし
ます。

◆子ども同士が褒め合う授業をする
「だれかのためにメニューを考えよう」では，お店屋さんごっ

このように，自由な発想でお店作りができるようにしましょ
う。おしゃれなカフェをイメージする子，たくさん食べられる
がっつりメニューのお店を考える子，ヘルシーメニューを考え
る子，みんなが自分でテーマを決めて取り組むことで，意外な
メニューが登場するでしょう。筆者の経験では，お腹がすいた
お兄ちゃんに食べさせたいからという理由で，１つの定食の中
に，カレー，ハンバーグ，エビフライ，ラーメンが入っている「お
なかいっぱい定食」というメニューを発案した子もいました。
友だちは，今まで見たこともないそのメニューに出会い，心か
ら “Awesome!” “Fantastic!” と称賛していました。

教師は，目の前にいる子どもたちの発達段階や既存知識を考
慮して，授業を考えていくと思います。そして，子どもたちが
楽しんで学ぶ姿を見ることを目指し，子どもたちが学習を身近
に感じられるような工夫を考え続けていくことが教師に求めら
れているのだと思います。

④発表での好反応

③ユニバーサルデザインの視点を忘れない

実践例）We Can! ① Unit 4 30 ページ
Letʼs Play 3「先生の日課をだずねよう」

実践例）We Can! ① Unit 8 64 ～ 65 ページ
Activity「だれかのためにメニューを考えよう」
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